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平成24年11月１日

第35号

民生委員第1号

生涯を社会福祉に
　岡山空港入口から西へ約1キロ、滑走路を
眼下に見下ろす岡山市北区三和（みと）、安
部倉地区の小高い丘の上に、一基の碑がたた
ずむ。
　高さ2メートル、御影石製の碑には、明治
から昭和初期にかけ、社会福祉事業に生涯を
捧げ、我が国の民生委員制度の生みの親の
一人となった、藤井静一（ふじいせいいち）
氏（1870〈明治3〉年〜1952〈昭和27〉
年）の名が刻まれている。
　藤井氏は、津高郡面室村安部倉の大地主の
二男に生まれた。勉強と仕事のため、いった
ん郷里を離れたが、兄の死亡により1891

〈明治24〉年に帰郷。そこで村民の対立・不
和と、勤労意欲に欠け、酒、博打で荒んだ人々
の暮らしを目の当たりにし、私費を投じて貧
困者の救済を開始。安部倉懺悔会、安部倉融
通講等を次々に組織、生活改善や勤労と倹約
の奨励、物資の共済等を行った。
　こうした藤井氏の活動が当時の笠井信一
岡山県知事の目にとまり、済世顧問制度（現
在の民生委員制度の元となった）の創設に
あたって意見を求められるなどその手本と
なり、その後、1917〈大正6〉年4月、藤
井氏は済世顧問第1号として委嘱された。こ
れは、同年5月の済世顧問制度創設に先がけ
たもので、異例の措置である。我が国の「民
生委員第1号の誕生」と言っても過言ではあ
るまい。
　「尊敬を集める一方で、祭りには女装して
踊りの輪に加わるなど剽軽（ひょうきん）な
一面もあり、親しみやすい人だった」藤井氏
の最晩年の講話を毎朝聴いたと言う重実さ
んの遠い記憶だ。
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

災
害
対
応
活
動
と
そ
の
考
え
方

　

災
害
が
発
生
し
た
時
、
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
や
障
害
が
あ
る
方
、
乳
幼
児

の
い
る
家
庭
な
ど
は
、
自
力
で
の
避
難

が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
避
難
先
で
も
体

調
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
っ
た
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
支
援
が
必
要
な
方
々

で
す
。
こ
の
よ
う
な
方
々
の
住
所
や
健

康
状
態
な
ど
を
把
握
で
き
て
い
れ
ば
、

迅
速
に
安
否
確
認
や
状
況
に
応
じ
た
避

難
支
援
を
行
え
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
日
頃
の

活
動
で
こ
の
よ
う
な
「
要
援
護
者
」
を

把
握
し
て
い
ま
す
。
そ
の
情
報
を「
台
帳
」

や
「
災
害
福
祉
マ
ッ
プ
」
に
整
備
す
る

こ
と
で
、
地
域
住
民
の
安
全
と
安
心
に

大
き
く
貢
献
で
き
ま
す
。

要
援
護
者
と
は

　
「
要
援
護
者
」
と
は
、
災
害
発
生
時
に

何
ら
か
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
た
め

に
、
危
険
を
察
知
で
き
な
い
、
察
知
す

る
こ
と
が
難
し
い
、
察
知
し
て
も
適
切

に
判
断
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
、
自
力

で
避
難
で
き
な
い
、
避
難
す
る
こ
と
が

難
し
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
支
援
が

必
要
な
方
々
で
す
。

・
要
介
護
者

・
障
害
者

・
妊
産
婦
及
び
乳
幼
児
、
児
童

・
子
育
て
家
庭

・
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
な
ど

・
難
病
患
者

・
意
思
疎
通
が
困
難
な
外
国
人　
　

等

要
援
護
者
情
報
の
共
有
と
保
管

　

要
援
護
者
情
報
は
、
行
政
や
社
会
福

祉
協
議
会
、
町
内
会
、
消
防
団
等
の
関

係
機
関
・
団
体
と
共
有
す
る
こ
と
で
、

災
害
時
に
一
層
有
効
に
活
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
要
援
護
者
情
報
の
多
く
は
、

個
人
情
報
で
す
。
情
報
共
有
の
た
め
に

は
、
担
当
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
他
に
、

関
係
機
関
・
団
体
と
も
情
報
が
共
有
さ

れ
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
説
明
し
、
本
人

の
了
承
を
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
必
要
な
と
き
以
外
は
持
ち
歩

か
な
い
、
鍵
の
か
か
る
場
所
に
保
管
す

る
な
ど
台
帳
の
管
理
も
大
切
で
す
。

　

個
人
情
報
を
適
切
に
扱
う
こ
と
は
、

地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
維

持
し
て
い
く
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。

要
援
護
者
情
報
の
更
新

　

要
援
護
者
情
報
を
可
能
な
限
り
最
新

の
状
態
に
保
つ
よ
う
定
期
的
に
更
新
す

る
こ
と
で
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
災
害
対
応
に
有
効
な
だ
け
で
な
く
、

要
援
護
者
の
状
況
の
変
化
が
わ
か
り
、

ま
た
、
訪
問
す
る
こ
と
を
通
じ
、
信
頼

関
係
も
増
し
ま
す
。

　

災
害
に
備
え
る
本
運
動
を
、
日
頃
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
充
実
・

強
化
に
も
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

災
害
へ
の
備
え
は
、
行
政
が
責
任
を

持
っ
て
対
応
し
、
地
域
住
民
が
協
力
し

あ
っ
て
取
り
組
む
も
の
で
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
ま
た
、
全
て
責
任
を
負
え
る
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
住

民
の
一
員
と
し
て
の
「
位
置
付
け
」
と

担
う
「
役
割
」
に
留
意
し
な
が
ら
、
地

域
の
状
況
に
応
じ
て
、
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
・
協
働
し
、
取
組
を
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
「
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ

な
い
運
動
」
は
、
着
実
に
実
績
を
積
み
重
ね
、
能
登
半
島
地
震
（
平

成
十
九
年
三
月
）
や
新
潟
県
中
越
沖
地
震
（
同
七
月
）
で
は
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
行
っ
た
安
否
確
認
活
動
が
地
域

住
民
の
安
全
確
保
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
水
害
や
地
震
な
ど
自
然
災
害
が
相
次
ぐ
中
、
地
域
住
民
の

支
え
あ
い
で
あ
る
本
運
動
は
、
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

害
時
一
人
も

　
見
逃
さ
な
い
運
動

災
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富
山
学
区
の
「
災
害
時
一
人

も
見
逃
さ
な
い
運
動
」
の
取
組

を
紹
介
し
ま
す
。

１ 

小
地
域
ケ
ア
会
議
の
設
立

　

 　

平
成
二
十
二
年
八
月
、
富

山
学
区
連
合
町
内
会
、
富
山

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
富

山
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
（
以
下
、
民
児
協
）

ほ
か
学
区
内
主
要
団
体
の
会

長
・
副
会
長
を
メ
ン
バ
ー
に

「
富
山
学
区
小
地
域
ケ
ア
会

議
」
が
設
立
さ
れ
、
以
後
、

隔
月
で
会
議
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

 　

 　

学
区
内
諸
団
体
が
連
携

し
、「
地
域
に
密
着
し
て
情

報
を
共
有
し
、
問
題
解
決
を

図
る
場
」
が
確
立
で
き
た
こ

と
は
、
画
期
的
な
こ
と
で
す
。

２  

「
保
健
福
祉
モ
デ
ル
事
業
」

　

 

へ
の
参
加

　

 　

翌
二
十
三
年
六
月
、
当
学
区
が
市

の
「
保
健
福
祉
モ
デ
ル
事
業
」
に
参

加
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

 　

こ
れ
を
受
け
、「
小
地
域
ケ
ア
会
議
」

で
は
、「
保
健
福
祉
モ
デ
ル
事
業
推
進

事
務
局
」
を
開
設
。
民
児
協
か
ら
三

人
が
参
画
し
ま
し
た
。

３  

「
保
健
福
祉
モ
デ
ル
事
業
」と「
災
害
時

　

一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
」の
連
携

　

 　
「
保
健
福
祉
モ
デ
ル
事
業
」
は
、
サ

ロ
ン
の
創
設
・
運
営
と
高
齢
者
世
帯
の

見
守
り
・
声
か
け
の
二
本
柱
で
す
が
、

災
害
時
等
の
見
守
り
は
と
て
も
民
児
協

だ
け
の
手
に
負
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
台

帳
へ
の
登
録
以
上
の
取
組
は
で
き
て
お

ら
ず
、
こ
の
際
、「
モ
デ
ル
事
業
」
の

一
環
と
し
て
、学
区
諸
団
体
と
連
携
し
、

災
害
時
等
の
援
護
シ
ス
テ
ム
が
構
築
で

き
れ
ば
、「
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な

い
運
動
」
の
趣
旨
に
も
か
な
い
ま
す
。

　

 　

民
児
協
を
挙
げ
て
こ
れ
に
協
力
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

４ 

援
護
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
の
取
組

　

①
「
町
内
会
員
カ
ー
ド
」
の
作
成

　
　

 　

先
ず
、
各
世
帯
の
現
状
を
把
握

す
る
た
め
、
学
区
共
通
の
「
町
内

会
員
カ
ー
ド
」
を
作
成
、
全
戸
に

配
布
し
、
提
出
を
求
め
ま
し
た
。

　

②
要
援
護
者
の
確
定

　
　

 　
「
町
内
会
員
カ
ー
ド
」
か
ら
、
各

戸
ご
と
の
住
民
・
家
族
の
状
況
を

判
断
し
、
災
害
時
要
援
護
者
を
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
。
そ
れ
を
程
度
に
応

じ
て「
情
報
の
み
提
供
」「
誘
導
」「
避

難
介
助
」
の
三
種
類
に
分
類
し
ま

し
た
。（
要
援
護
者
五
百
六
十
九
名

《
学
区
計
》）

　

③
要
員
（
援
護
委
員
）
の
確
保

　
　

 　

災
害
時
等
に
要
援
護
者
を
も
れ

な
く
援
護
す
る
に
は
、「
誰
が
」「
誰

を
」「
い
か
に
」
援
護
す
る
か
を
明

確
に
し
、
平
素
か
ら
当
事
者
間
の

意
思
疎
通
を
図
っ
て
お
く
こ
と
が

肝
要
で
す
。
そ
こ
で
、
援
護
に
あ

た
る
住
民
を
選
び
「
援
護
委
員
」

を
委
嘱
し
ま
し
た
。（
援
護
委
員

百
七
十
四
名
《
学
区
計
》）

　

④
研
修

　
　

 　
「
援
護
委
員
」
を
対
象
に
、
援
護

委
員
制
度
の
概
要
や
守
秘
義
務
等

心
構
え
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

５ 

今
後
の
課
題

　

 　

災
害
時
等
の
援
護
シ
ス
テ
ム
は
構

築
で
き
た
の
で
す
が
、
ま
だ
課
題
も

多
く
、
今
後
と
も
努
力
が
必
要
で
す
。

　

①
援
護
委
員
の
増
員
が
必
要

　
　

 　

要
援
護
者
五
百
六
十
九
名
に
対

し
、
援
護
委
員
は
百
七
十
四
名
。

　

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
を
理
想
と
す
れ

ば
、
充
足
率
は
三
十
一
％
で
す
。

　

②
援
護
委
員
の
研
修

　
　

 　

援
護
委
員
は
、
平
素
よ
り
役
割

を
自
覚
し
、
援
護
手
順
等
を
対
象

者
と
協
議
し
て
お
く
こ
と
が
肝
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
新
任
の

援
護
委
員
を
含
め
て
、
最
低
年
一

回
程
度
の
研
修
は
不
可
欠
で
す
。

　

③�

町
内
会
単
位
の
援
護
会
議
（
仮
称
）

を
開
催

　
　

 　

災
害
時
等
に
は
、
援
護
委
員
の

み
で
十
分
な
対
応
が
で
き
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
町
内
の
関
係
者
（
町

内
会
役
員
、
他
団
体
メ
ン
バ
ー
等
）

と
の
連
携
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の

会
議
を
通
じ
て
、
要
援
護
者
の
実

態
や
援
護
方
法
等
に
全
員
が
共
通

認
識
を
持
て
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動

　
　
　
～
富
山
学
区
の
場
合
～

富
山
地
区
　
会
長
　
難
波
　
德
行
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一
宮
地
区
へ
の
避
難
者
　
石
矢
俊
子
さ
ん
　

　

昨
年
三
月
十
一
日
、
私
は
福
島
県
相

馬
市
の
自
宅
で
被
災
し
、
友
人
を
頼
っ

て
、
岡
山
市
に
移
住
し
ま
し
た
。
現
在
、

整
体
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
仕
事
の
か
た
わ
ら
、

復
興
応
援
ラ
イ
ブ
で
体
験
を
語
り
、
被

災
地
で
整
体
等
の
支
援
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
六
月
に
も
福
島
県
、
宮
城
県
に

行
っ
て
来
ま
し
た
。
海
岸
線
を
走
る
と
、

震
災
後
ま
だ
手
つ
か
ず
の
所
も
多
く
、
驚

き
ま
し
た
。

　

相
馬
市
の
山
間
部
、
玉
野
地
域
は
放

射
線
量
が
高
く
、
農
作
物
が
作
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
農
家
の
方
は
、
海
側
へ

瓦
礫
撤
去
作
業
に
通
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
住
む
友
人
に
、
岡
山
の
知
人
が
土

壌
改
良
（
放
射
線
除
去
）
の
実
験
を
し

た
い
と
言
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ま
し

た
。
友
人
は
喜
ん
で
引
き
受
け
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
の
実
験
は
収
穫
す
る
秋
に

結
果
が
出
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
訪
問
す
る
仮
設
住

宅
や
借
上
げ
ア
パ
ー
ト
に
住
む
年
配
の

方
の
一
番
の
ス
ト
レ
ス
は
、
畑
仕
事
が

で
き
な
い
こ
と
の
よ
う
で
す
。
そ
ん
な

お
話
を
聞
き
な
が
ら
整
体
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

岡
山
県
は
、
東
北
・
関
東
か
ら
の
避

難
者
が
多
く
、
私
は
交
流
会
に
参
加
し

た
り
、
そ
こ
で
整
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
い
ろ
い
ろ
な
体
験
か
ら
、
新

し
い
歌
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
岡
山
に
い
る
か
ら
こ
そ

で
き
る
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、“
ま

じ
ょ
り
ん
被
災

地
応
援
ラ
イ

ブ
”
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

被
災
地
応
援
ラ
イ
ブ
に

来
て
く
だ
さ
い

茨
城
を
離
れ
て

�

�

伊
島
地
区
へ
の
避
難
者
　
中
村
文
子
さ
ん
　

　

全
て
の
音
を
か
き
消
す
よ
う
な
ク
マ

ゼ
ミ
の
声
。
こ
れ
が
こ
こ
岡
山
で
の
夏

の
音
な
の
だ
と
、
二
度
目
の
夏
を
迎
え
、

暑
さ
に
も
覚
悟
す
る
。

　

怒
り
を
感
じ
る
の
が
大
飯
原
発
再
稼

動
だ
。
一
つ
動
か
し
た
な
ら
ば
、
島
根
、

伊
方
へ
の
原
発
再
稼
動
の
波
及
を
懸
念

し
て
し
ま
う
。

　

避
難
前
、
嫁
ぎ
先
の
茨
城
を
離
れ
る

理
由
が
、「
放
射
能
に
よ
る
汚
染
が
深
刻

だ
か
ら
」
と
正
直
に
言
え
た
の
は
ほ
ん

の
数
人
。
自
営
業
や
持
ち
家
だ
か
ら
と

避
難
を
た
め
ら
っ
た
人
も
少
な
く
な
い
。

　

移
動
し
た
く
て
も
動
け
な
い
人
達
も

い
る
。
そ
の
人
達
へ
の
配
慮
を
と
、「
実

家
の
石
巻
が
心
配
で
帰
る
」
と
嘘
を
つ

き
、
岡
山
へ
越
し
て
来
た
。

　

今
、
一
番
の
不
安
要
素
は
小
学
校
の
給

食
だ
。
遠
く
離
れ
た
地
だ
か
ら
安
全
だ
と

は
、
も
は
や
言
え
や
し
な
い
。
娘
の
内
部

被
爆
を
防
ぐ
の
が
最
優
先
課
題
で
あ
る
。

　

本
当
の
理
由
を
言
え
な
か
っ
た
あ
の

時
の
自
分
を
反
省
し
、
岡
山
で
は
あ
え

て
発
言
し
て
い
こ
う
と
思
う
。
意
識
の

違
い
は
あ
っ
て
当
然
だ
が
、
子
ど
も
を
、

大
切
な
人
を
守
り
た
い
と
い
う
シ
ン
プ

ル
な
思
い
は
、
み
な
そ
れ
ぞ
れ
共
有
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。
震
災
を
経
験
し
、

生
き
残
っ
た
者
と
し
て
、
生
か
さ
れ
て

い
る
役
目
を
果
た
し
た
い
。
は
じ
ま
り

は
３
・
11
か
ら
で
あ
る
が
、
半
減
期
が

何
万
年
と
い
う
放
射
性
物
質
を
生
み
出

し
続
け
る
経
済
優
先
の
社
会
で
あ
る
の

な
ら
ば
、
こ
の
役
目
に
終
わ
り
は
な
い

と
思
う
。

　

東
日
本
の
明
け
方
、
そ
し
て
夕
暮
れ
は

カ
ナ
カ
ナ
と
鳴
く
ヒ
グ
ラ
シ
が
圧
倒
的
で

涼
を
感
じ
る
。
娘
や
そ
の
先
の
子
孫
に
も

こ
の
涼
し
さ
を
体
感
さ
せ
て
あ
げ
た
い
。

東

日

本

大

震

災

避

難

者

の

方

の

寄

稿

　
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
岡
山
に
避
難
し
て
来
ら
れ
た
方
に
現

在
の
思
い
な
ど
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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学
校
と
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

関
わ
り
（
妹
尾
地
区
）

■
地
域
の
み
な
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て

�

妹
尾
小
学
校
　
校
長
　
栗
坂
　
祐
子
　

　

二
十
年
近
く
前
に
も
お
世
話
に
な
っ

た
懐
か
し
い
妹
尾
小
学
校
に
再
び
戻
っ

て
来
て
、
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

人
情
が
厚
く
、
豊
か
な
自
然
の
残
る

こ
の
妹
尾
で
、
子
ど
も
達
の
教
育
に
関

わ
れ
る
幸
せ
を
か
み
し
め
る
毎
日
で
す
。

　

さ
て
、
以
前
私
が
勤
務
し
て
い
た
頃

の
子
ど
も
達
は
、
落
ち
着
か
な
い
生
活

ぶ
り
で
し
た
。
子
ど
も
同
士
の
ト
ラ
ブ

ル
も
多
く
、
休
み
明
け
の
運
動
場
に
お

菓
子
や
飲
物
の
ゴ
ミ
が
多
数
散
乱
し
て

い
る
と
い
っ
た
状
態
で
し
た
。

　

そ
れ
が
、
今
で
は
様
子
が
大
き
く
変

わ
り
、
子
ど
も
達
が
本
来
も
っ
て
い
る

良
さ
が
表
に
出
て
い
て
、「
何
て
人
懐
っ

こ
く
素
直
な
子
ど
も
達
な
ん
だ
ろ
う
」

と
思
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

掃
除
の
後
、
ほ
う
き
や
雑
巾
は
き
ち

ん
と
片
付
け
ら
れ
、
雨
の
日
の
傘
立
て

に
は
、
き
れ
い
に
た
た
ま
れ
た
傘
が
整

然
と
並
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
の
こ
の
大
き
な
変
化
は
、

ど
こ
か
ら
来
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
先
生
方
や
保
護
者
の

方
々
の
た
ゆ
み
な
い
努
力
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
に
加
え
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
方
々
を
は
じ
め
地
域
の
方
々
の
お
力

が
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
登
下
校
の
見
守
り
、
校
内
巡

視
、
教
育
相
談
室
で
の
関
わ
り
、
不
登

校
傾
向
の
子
ど
も
へ
の
支
援
等
、
挙
げ

れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
の
顔
を
し
っ
か
り
覚
え
、

温
か
い
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
る
お
か

げ
で
、
子
ど
も
達
は
安
心
し
て
生
活
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
方
々
、
地
域
の
み
な
さ
ま
と

手
を
携
え
て
、
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
育

ち
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■�

妹
尾
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員

　

協
議
会
児
童
部

　

当
協
議
会
の
「
部
会
」
に
は
、
高
齢

者
部
、
障
害
者
部
と
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
三
名
と
主
任
児
童
委
員
二
名
で

構
成
す
る
児
童
部
が
あ
り
、
児
童
部
の

主
な
活
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①�

「
学
校
・
関
係
機
関
か
ら
の
情
報
収

集
と
連
携
」

　

 　

地
区
の
小
・
中
学
校
等
を
訪
ね
て

子
ど
も
達
の
状
況
を
聞
い
た
り
、
授

業
参
観
や
清
掃
奉
仕
等
の
行
事
に
積

極
的
に
参
加
し
、
子
ど
も
に
直
に
接

し
て
実
情
を
把
握
し
た
り
す
る
と
と

も
に
、
す
ぐ
連
絡
し
あ
え
、
連
携
で

き
る
関
係
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

②�

「
委
員
相
互
の
情
報
交
換
と
連
携
」

　

 　

常
に
情
報
を
共
有
し
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
が
ス

ム
ー
ズ
に
連
携
し
て
対
応
で
き
る
よ

う
態
勢
を
整
え
て
い
ま
す
。

③
「
児
童
福
祉
に
係
る
研
修
」

　

 　

さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
技
術
の
習
得

の
た
め
、
各
種
講
演
会
へ
の
出
席
、
福

祉
施
設
等
の
見
学
・
交
流
を
行
う
な
ど

常
に
自
己
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
児
童
が
犠
牲
に
な
る
痛
ま
し

い
事
故
や
虐
待
の
報
道
が
絶
え
ま
せ
ん
。

そ
の
中
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主

任
児
童
委
員
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
認
識
し
、
子

ど
も
を
守
る
た
め
、
一
層
力
を
注
い
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

北
区
北
福
祉
事
務
所
管
内

地
域
福
祉
推
進
部
の
活
動

�

一
宮
地
区
　
小
林
　
好
美
　

　

岡
山
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

の
中
に
地
域
福
祉
推
進
部
が
で
き
、
北
区

北
福
祉
事
務
所
管
内
の
地
域
福
祉
推
進

部
員
が
集
ま
っ
て
、
昨
年
六
月
二
十
四

日
に
、
何
か
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
は

で
き
な
い
か
と
話
し
あ
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
地
域
で
は
住
民
相
互
の
つ

な
が
り
が
希
薄
化
す
る
中
、
ま
ず
民
生

委
員
・
児
童
委
員
が
連
携
を
緊
密
に
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
特
色
を
い
か
し
た

活
動
を
相
互
に
吸
収
し
あ
お
う
と
、
管

内
の
八
地
区
を
訪
問
し
、
意
見
・
情
報

交
換
を
す
る
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
十
一
月　

御
津
地
区

　

平
成
二
十
三
年
十
二
月　

伊
島
地
区

　

平
成
二
十
四
年　

一
月　

足
守
地
区

　

平
成
二
十
四
年　

四
月　

建
部
地
区

　

平
成
二
十
四
年　

五
月　

津
高
地
区

　

平
成
二
十
四
年
十
一
月　

津
島
地
区

　

平
成
二
十
五
年　

四
月　

高
松
地
区

　

平
成
二
十
五
年
十
一
月　

一
宮
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
・
取
組
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ま
ず
御
津
地
区
が
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
。

「
よ
う
こ
そ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
S
Ｕ
へ
御
津
の
歴
史

を
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
で
、
御
津
の
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
を
拠
点
と
し
、
御
津
町

の
生
い
た
ち
か
ら
は
じ
ま
り
、
日
蓮
宗

の
妙
覚
寺
等
の
御
津
の
文
化
と
歴
史
を

体
感
し
ま
し
た
。

　

第
二
回
目
は
伊
島
地
区
で
、
地
区
活
動

の
報
告
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
学

習
と
見
学
。
京
山
ソ
ー
ラ
ー
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
で
は
、
両
備
植
物
工
場
や
さ
い

蔵
で
、
集
光
式
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
た
、
環
境
に
や
さ
し
く
、
安
心
・

安
全
な
野
菜
づ
く
り
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
三
回
目
は
自
然
と
歴
史
の
町
、
足
守

地
区
で
す
。
太
閤
秀
吉
ゆ
か
り
の
木
下

家
に
よ
っ
て
陣
屋
町
と
し
て
栄
え
、
現

在
も
当
時
の
面
影
を
残
す
建
物
が
多
く

残
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
の
息
づ
か
い
が

聞
こ
え
て
く
る
町
で
す
が
、
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　

第
四
回
目
は
建
部
地
区
で
、
市
内
で
も

特
に
高
齢
化
が
進
ん
だ
地
区
で
す
。
買

い
物
弱
者
な
ど
が
問
題
と
な
り
、
地
域

生
活
の
維
持
に
努
力
が
必
要
で
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
組
織
や
個
人
が
力
を

出
し
あ
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

第
五
回
目
は
津
高
地
区
。
市
北
部
郊

外
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
、
岡
山
空
港
と

山
陽
自
動
車
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

あ
り
、
岡
山
の
空
と
陸
の
玄
関
口
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
地
区
で
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
の
は
、
藤
井
静
一
さ
ん
で
、
藤

井
さ
ん
が
こ
の
地
域
で
行
っ
た
社
会
福

祉
事
業
は
、
現
在
の
民
生
委
員
制
度
の

元
と
な
っ
た
「
済
世
顧
問
制
度
」
の
モ

デ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
を
回

り
、
そ
の
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
さ
ん
と
も
話
が
は
ず
み
、
心
が
一
つ

に
な
り
、
人
と
人
と
が
交
わ
り
あ
う
こ

と
で
、
活
性
化
し
、
ま
た
、
感
動
す
る

こ
と
で
意
識
も
変
わ
り
、
活
動
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
も
な
っ
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

も
図
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
福

祉
充
実
の
た
め
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

春
夏
秋
冬
『
旬
』
を
楽
し
む

�

南
方
地
区
　
竹
内
　
知
行
　

　

町
内
会
役
員
を

二
十
数
年
間
担
当
し

て
還
暦
も
過
ぎ
、
定

年
退
職
し
た
頃
、
町

内
会
長
よ
り
突
然
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
推
薦
さ
れ
、
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
日
が
短
時
間
労
働
と
町
内
会
活
動

お
よ
び
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の

は
じ
ま
り
で
し
た
。

　

趣
味
の
釣
り
は
、
月
に
二
日
間
程
度

の
夜
釣
り
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

四
十
年
来
の
同
級
生
と
三
十
年
来
の

友
人
の
三
人
で
釣
行
し
て
い
ま
す
。

　

二
月
中
頃
か
ら
五
月
終
わ
り
ま
で
、
愛

媛
県
今
治
沖
の
岩
場
で
、ウ
キ
ソ
メ
バ
ル
、

ア
オ
リ
イ
カ
、
サ
ヨ
リ
等
を
狙
い
ま
す
。

　

三
人
の
釣
果
が
家
族
の
人
数
に
満
た

な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
仕
方
な
い

の
で
海
を
諦
め
、
山
に
遠
征
し
、
た
ら

の
芽
、
ウ
ド
、
セ
リ
、
葉
ワ
サ
ビ
、
ワ

ラ
ビ
、
ふ
き
、
タ
ケ
ノ
コ
等
々
旬
の
『
山

の
幸
』
を
せ
し
め
て
、
天
ぷ
ら
、
あ
え

も
の
、
山
菜
お
こ
わ
等
々
。

　

五
月
に
な
る
と
『
海
の
幸
』
ワ
カ
メ

が
旬
を
迎
え
ま
す
。

　

と
り
た
て
を
湯
ど
お
し
、
酢
の
物
や

ワ
カ
メ
サ
ラ
ダ
、
ワ
カ
メ
と
タ
ケ
ノ
コ

の
ワ
カ
タ
ケ
煮
、
そ
し
て
、
仕
上
げ
に

ワ
カ
メ
汁
…
幸
せ
々
々
! !

　

六
月
か
ら
一
月
ま
で
は
瀬
戸
内
海
の

ど
真
ん
中
、
愛
媛
県
松
山
市
中
島
町
津

和
地
へ
釣
行
し
ま
す
。

　

こ
こ
の
魚
は
本
当
に
美
味
し
く
、
ウ

キ
ソ
メ
バ
ル
、
カ
サ
ゴ
、
ア
ジ
、
サ
バ
、

キ
ス
、
カ
レ
イ
、
ア
コ
ウ
等
々
。
ア
ジ

の
た
た
き
は
最
高
で
す
。

　

こ
う
し
て
、『
あ
っ
』
と
言
う
間
に
一

年
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。

　
『
海
の
幸
』『
山
の
幸
』
の
恵
み
と
旬

が
わ
か
り
、
魚
や
草
花
か
ら
季
節
の
移

ろ
い
が
感
じ
取
れ
る
瞬
間
が
何
と
も
言

え
ま
せ
ん
。

　

釣
行
し
な
が
ら
、
悩
み

を
相
談
し
た
り
、
愚
痴
を

聞
い
た
り
・
聞
い
て
貰
っ

た
り
…
釣
行
の
終
わ
り
に

は
お
互
い
す
っ
き
り
し
た

気
持
ち
に
…
。
そ
し
て
、

一
杯
…

　
「
あ
、
し
ま
っ
た
！　

民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
重
責
を
果
さ
な
く
て
は
! !
」

　

只
今
、
み
な
さ
ま
方
の
足
を
引
っ
張

ら
な
い
よ
う
、
奮
闘
中
で
～
す
。
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地
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こ
の
度
、
平
成

二
十
四
年
の
春
の

叙
勲
に
て
、
図
ら

ず
も
「
瑞
宝
単
光
章
」

拝
受
の
栄
に
浴
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
多
く

の
方
よ
り
、
ご
鄭
重

な
る
ご
祝
意
を
頂
戴

い
た
し
、
誠
に
有
難

く
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
五
月
七
日

に
は
、
県
庁
に
て
知

事
伝
達
式
で
、
石
井

知
事
よ
り
勲
記
と
勲

章
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
月
五
日
に
は
、
拝
謁
の
栄

を
賜
り
、
皇
居
に
参
内
い
た
し
、
豊
明

殿
に
て
天
皇
陛
下
よ
り
お
言
葉
を
賜
り
、

誠
に
感
激
の
極
み
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
達
受
章
者
が
拝
謁
後
、
天
皇
陛
下

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
公
務
中
止
と

な
ら
れ
、
一
日
ず
れ
て
い
れ
ば
拝
謁
は

叶
わ
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
も
、
三
十
八
年
間
、
地
域
で
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
高
齢
者

は
も
と
よ
り
、
中
国
帰
国
者
や
知
的
障

害
者
の
支
援
、
ま
た
、
毎
日
型
配
食
サ
ー

ビ
ス
で
は
、
平
成
六
年
か
ら
十
八
年
間
、

訪
問
先
の
高
齢
者
の
方
々
に
地
道
に
声

掛
け
な
ど
を
し
て
、
信

頼
を
い
た
だ
い
て
き
た

お
か
げ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
栄
誉

に
恥
じ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
一
層
精
進
い

た
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、
み
な
さ
ま
方
の

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

と
ご
健
康
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

〈
栄
典
・
表
彰
の
記
録
〉

　

平
成
十
六
年
十
月

　
　
　
　
　

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

平
成
二
十
二
年
十
一
月

　
　
　
　
　

岡
山
市
表
彰
「
善
行
表
彰
」

　

平
成
二
十
四
年
四
月

　
　
　
　
　

瑞
宝
単
光
章

　

六
月
一
日
、
岡
山
市
ふ
れ
あ
い
介
護

予
防
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

▽
介
護
予
防
が
目
指
す
も
の

　

 

心
身
機
能
の
改
善
や
環
境
の
調
整
を

通
じ
、
高
齢
者
の
生
活
機
能
の
向
上

や
地
域
社
会
活
動
へ
の
参
加
を
促
し
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
生
き
が
い
の
あ
る

生
活
と
自
己
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

▽
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
の
概
要

　

 

保
健
師
、理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
、

介
護
福
祉
士
、
管
理
栄
養
士
な
ど
の

専
門
職
が
「
運
動
」「
食
事
」「
こ
こ
ろ
」

を
テ
ー
マ
に
介
護
予
防
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。

▽
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
方

　

 

六
十
五
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
の
認

定
を
受
け
て
い
な
い
方
。

　
◆
一
次
予
防
事
業
対
象
者
…

　
　

主
と
し
て
元
気
な
高
齢
者

　
◆
二
次
予
防
事
業
対
象
者
…

　
　

 
要
支
援
・
要
介
護
状
態
と
な
る
可

能
性
の
あ
る
高
齢
者

▽
サ
ー
ビ
ス
内
容

　
◆
一
次
予
防
事
業
対
象
者

　

○
「
い
つ
で
も
介
護
予
防
教
室
」

　
　

 

介
護
予
防
に
つ
な
が
る
様
々
な
講

座
を
毎
日
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
◆
二
次
予
防
事
業
対
象
者

　

○ 

「
歩
行
能
力
向
上
・
プ
ー
ル
で
体

力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

　
　

 

マ
シ
ン
を
使
っ
た
運
動
や
プ
ー
ル

内
で
の
歩
行
、
体
操
を
行
う
こ
と

で
元
気
な
足
腰
を
作
り
ま
す
。

　

○
「
ぼ
っ
け
ぇ
元
気
ア
ッ
プ
教
室
」

　
　

 

運
動
、
栄
養
改
善
、
口
腔
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
り
、
元
気
な
生
活
を

お
く
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

○
「
も
の
忘
れ
予
防
教
室
」

　
　

 

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
、
予
防

効
果
の
あ
る
活
動
を
暮
ら
し
の
中

で
生
か
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

○
閉
じ
こ
も
り
予
防

　
　

 

専
門
職
が
お
宅
を
訪
問
し
て
予
防

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

叙
勲
の
栄
に
浴
し
て

岡
山
市
ふ
れ
あ
い

介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

岡山ふれあい介護予防センター
☎（086）274－5211



編

集

後

記

　

老
夫
婦
が
仲
睦
ま
じ
く
語
ら
っ
て

い
る
風
景
を
見
る
の
は
楽
し
い
。

　

戦
前
か
ら
戦
後
の
動
乱
の
中
、
親

を
助
け
、
子
ど
も
を
育
て
、
よ
う
や

く
迎
え
た
老
夫
婦
二
人
だ
け
の
生
活
。

　

旅
行
で
も
し
て
楽
し
み
た
い
と
二

人
三
脚
で
頑
張
っ
て
き
た
の
で
は
と

思
う
。

　

し
か
し
、
気
が
付
け
ば
、
高
齢
社

会
に
な
っ
て
い
る
。
衰
え
た
手
足
で

は
、
何
で
も
な
い
こ
と
も
困
難
に
な

る
。
ま
し
て
や
、
夫
婦
ど
ち
ら
か
が

寝
込
ん
だ
り
、
認
知
症
に
な
っ
た
り

す
る
と
、
老
老
介
護
も
ま
ま
な
ら
な

い
…

　

不
況
、
家
族
の
崩
壊
、
自
然
災
害

等
の
課
題
に
も
高
齢
者
の
笑
顔
が
絶

え
な
い
よ
う
、
地
域
・
行
政
・
企
業

の
力
を
借
り
、
微
力
な
が
ら
努
め
て

い
き
た
い
。

　
「
民
児
協
お
か
や
ま
」
三
十
五
号
を

お
届
け
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
協

力
で
、
今
回
も
よ
い
紙
面
に
で
き
上

が
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
み
な
さ
ま
の
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

前
田　

正
昭　

記
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五
福
為
寿
先

　「
長
寿
、
富
、
無
病
息
災
、
道
徳
を
楽
し
み
天
寿
を
全
う
す
る
。

こ
れ
が
何
よ
り
の
幸
福
で
あ
る
。」
と
い
う
意
味
ら
し
い
の
で
す
。

　
今
日
も
ご
く
普
通
の
五
福
を
願
い
な
が
ら
‥
。

下
手
の
横
好
き

　
下
手
な
く
せ
に
何
で
も
試
し
て
み
た
く
な
る
の
が
私

の
性
分
。

　
こ
れ
も
そ
の
一
つ
、字
を
書
き
表
装
を
し
て
み
ま
し
た
。

福
島
地
区
　
大
倉
野
　
明
俊

竹
細
工

　
竹
細
工
の
花
び
ん
の
素
晴
ら
し
さ
を
。

　
果
た
し
て
、
う
ま
く
で
き
上
が
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
？

妹
尾
地
区
　
眞
野
　
健
二


